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化

紐

品

に

コ
い

て

固

忌

眈

一

万
五

千

＾

百

円

二

医
Ｏ

齪

器

１＝

つ

い

て

切

承

睨

ω

か
ら

剛

ま
で

に

掲

げ

る

匝

ｏ
杷

器
旧

匡

分

に

応

じ
、

モ

れ

ぞ

加

…

か

ち

固

宝
で

に

定

曲

る

拍

○

前
号

二
…
に
把
げ
呂
匡
｝
欄
器

九
万
九
千

六
百
円

倒

前
号
二
倒
に

掲
げ
巷
医

覆

鶴

二
■
万
七
千

四

百

円
前

号

二

倒

に

掲

げ

昌

医

疵

欄

器
一
こ
一
万

七

千

七

百

円

｝

昌

醐

物

固

た

め

に

使

用
吉

れ

る
－」
と

崩

目

的

と
昔
れ

ｔ
い
る

医

覆

蝸

＝

万
＝

千
八
百

円

＾
ｏ
子
桁
報
剋

理
祖

撒
崔
値
用
す
る
坦
合
に

由

ｏ

て

は
，

＝

万

＝

千

六

百

円
〕

前

項

に

規

定
す

昌

宕

一^

法
第

八

十

三

塞

竺

項

の
規

定

に

ょ

り

読

み

苦

え

て
－
咀
用
吉

れ

る

桂
撞
叩
†

四
条

又

は

第

十

九

条

の

＝

肥

規

定
に

よ

る

承

脇

垣

申

血

崔

す

畳

者

に

眼

る
Ｊ

湖
法

第

八

十
三

集

第

一

項

切

規

定

忙

よ

Ｏ

腕

み

著

え
て

誼

用
宮

れ

る

法

第

十

四

集

第
一一一
項

＾
同

集
蟷
胴

九

項
及
ぴ
溝
飼
十
九
条
の
＝
第
五
項
忙
お
い

て
革
用
す

る

坦

合

崔

舎

む
．
）
晒

規

定

に

よ

ｏ
瑞

伺

す

君

当

嘆

申

皿

に

係

昌

厘

莚

品

＾
ｏ

ら
励

物

価

た

由

ヒ

値

用

さ

れ

君

Ｅ

と

が

目
的

と

昔

れ

て

い

る

も

切

血

唖

る
Ｊ
、

畦

藁

都

外

品

＾
■

昌
醐

物

晒

た

め

ヒ

使

用

吉

杣

る

こ
と

が

目
的

と

吉

れ

て

い

る

も

切

ヒ

限

る
Ｊ

又

は

医

崇

邊

器

白
専

昌

螂

物

の

た

め

に

使

用

さ

れ
る
｝」
と

が

目

的

と

昔

れ

τ

い

有

も

晒

忙

眠

る
．
〕
の
喪

全

性

に

顯

す

君

賦
噛

そ

の
他

の

武

跣

の
’
凪
膜

成

邊
ヒ

田

す

る

竈

料

に

つ

岩
，

＾
＾
冊
水

産

夫

臣

都
、

法
舘

＾

十

三

楽

第

一

項
晒

蜆

定

に
よ

ｏ

眈

卑

苦

九

て

邊

用

吉

れ

る

法

施

十

西

集

第

二

項

第

三

号
．
｛
同

茱

第
九

項

及

口

法

謂

十

九

粂

の

＝

第

玉

項

に

由

い

τ

軸

用

す

る

珊

合

崔

含

む
．
〕
晒

規

定

に

よ

る

岩

■

壱

行

う

た

由
、

当

噛

＾

口

壱
，

当

眩

哺

瞠

左

史

施
し

た

施

眼
晒

所

在

地

に

出

弛

吉

世

着

必

雲

崩

茜

る
と

調

由

る

幻

台

に

培

け

る

前

項

１＝

規

定
す

呂

者
に

係

君

法

第

八

十

三

宍

鷺

一

項

切

規

定

に

よ

ｏ

院

み

替

え

て

竈

用

吉

れ

昌

法

第

七

十

＾
釜
一
蓄

零
で
蕃

婁

憲

塞
蒔

聖

の

規

定
に

か

か

わ

昌

ず
、

同

項

忙

定

畠

る
拍

に
、

次

に

担

げ

畳

担

晒

合

計

獺

在

加
’

し

た
｝

と

す

る
．

一

齪

＾

＝

人

が

当

瞳

出
田

を

す

君

Ｅ

と

と

し

た

幻

合

に
お
け
君
旅

臼
相
当

邊

＝

七

万

円
に
、

当

眩

出

弧

に

係

る

旅

讐

相

当

む

切

叶

算
の

基
軸
と

世
る
旅
行

目
敏

崔
乗
じ

て
得
た
獺

呈

第

豆

茶

第

四

項

切

規

定

は
、

前

項

の

靱

台

に

つ

い

て

串

用
す

る
．

４

硅
華
西
委

；
番

華
九
蓋
＝
室

碧

一
嚢

曼
窪

覆
竈

薯
篭

畠

募
享

規

定

に
よ

る

貴
固

＾
以
下
’」
固

項

に

由
い

て

『
章

閲
」

峡

料

田

頷
〕

■
九
集

措
鴉
七
十
八
条
第
一

項
第
九
箏
忙
帽
け
る
者
が

と
ぢ
Ｊ
窒

窪

憂
溝

香

蛮

葦
調
雲

同
頸
窺

奮

壱
畏

襲

書

註

奮

葎
手

医

黒
雀

芸
医
養

蕃

毛
星

誓

幕

藷
切
窪
・
虫
碧

冨
胃

套

雀
笹
、
モ

で
定
窒

茎

に

詞

手

君

雰

申
竈
症
す

薯
忙

毫

雪
域

葛

ヒ

奮

名

宇

君
．

踊

る

法

塙

七

十

八

条

第
一

項

め

政

令

で
定

出

る

邊

は
、

男

一

項

竈
一

号

イ

の

規

定

票

か
わ

昌

す
、

伺

号

イ

に

定

由

昌

曽

に
、

次

固

告

骨

に

担

け
る

区
分

１＝

応

ｕ
，

モ

一

加

ぞ

加

当

威

各

号

に

忠

め

君

軸

壼

加

算

し

た
獺

と

す

君

．

一

次

号

及

ぴ

第

三

号

に

掲

げ

る
賦

ｍ

映
外

切

賦

唖

十
五

万
円

二

助

噛

崔

使

用
し

た
圓

喰

＾
次

号

忙

担
げ

若
も

切

崔

除

く
．
〕

百

＝

十

＝

万

四

百

閂

三

サ

ル

崔

使

用

Ｌ

た

武

螂

千
八

百
七

十

五

万

囲

千

九

百
円

＾
眈

蜴

用

医

藁

品

箏

晒
理

造

眠
疵

の

景

脾

に

当

た
ｏ

て

固

実

地

切

訓

杏

切

申

皿

１＝

価

る
宇

傲

制

切

帽
］

第

＾

果

沽

境

七

十

八

集

第

一

項

鏑

八

号

に

掲

げ

君

者

＾
撞
第

八
十
三

塞
鴉
一
項
晒
規
定
に
よ
ｏ
腕
み
曽
え
て

並
用
吉

肺
る
法
第
十
四
某
第
六
項

轟

丁
九
粂
の
二

第

五

項

に

塙

い

て

印

月

す

昌
ｏ

合

苗

含

軸
，
〕
田

㎜

古

差

申
酬

す

昌

者
に

阻
る
Ｊ

が

睦

境

七
十

八

条

第

一

項

㊤

規

定

に
よ

ｏ

国
に

納
出

な

け
れ

ぱ

な

ら
な

い

手
歓

脚
の

邊

は
、

九

千

五

百

円

＾
ｏ

手
仙

軸

剋

理

租

蘭

岳
値

用

す
る

望

□
忙

畠

ｏ

て

は
．

九

千

四
百

円
〕

と

す

呂
．

２

前

田

に

規

定

す

昌

音

に

偲
昌

法

籔
八

十

三

条

第

一

項

価
規

定

に

よ

ｏ

脱
み

首

見

τ

竈

用

吉
れ

着
法

第

十
四

条

第

六

■

＾
桂
覧

十

九
魚

切
＝

窮

五

咀

に

珀

い
て

串

用
す

る

田

台

壱

含

む
．
〕
の

崇

地

晒
蘭

芒

晒

申

山

に

コ

宕
、

＾

林

水
童
⊥
＾
臣

が
、

当

噛

田

杏

壱

行
う

た

め
、

当

瞳

醐

＾

を
、

当

岐

咀
査

を
行

う

加

胆

晒

所

在
地

に
出

弧

昔

せ

る

必

里

崩

由

看
と

固
出

る

■
合

に

尭

吋

昌

前

珀
忙

規

定
す

る

者

に

係

る

港

箏

八
十

三
条

摘

一

項

田

規

定

に

よ

ｏ
腕

碁

若

九

て

誼

用

自

れ

昌

法

第
七

十
八

集

第

一

項

の

政

令

で

定

由

看

宇
鐵

瑚

藺

鵯

ほ
、

前

項

田
規

定
に

か

か

わ

昌

。

寸
、

同
項

吃

定

め

呂

竈

忙
、

次

に

把
げ

る
割

田

合

詰

崔

加

螂

し

た

蠣
と

す
后
．

一

軸

＾

＝

人

が

当

破
出

訓
荏

す

竜
｝
」
と

と

し

た

幻
合

に

増

け

も

旅

讐

相

当

ｏ

二

七
万

円
に
，

当
破
出
邊
に
蹄
昌

聾

相
当
獺
切
計

■

の
ｏ

削
と

な

る
抹

行

目
哉

壱

鶉
じ

て

掃
た

螂

ヨ

第

五

集

覧

四

咀

田
規

定

肚
、

加

項

の

ｏ

台

に

つ

い
て

串

月

す

る
，

匡

鶉

品

に

つ
い

て

晒

萬

讐

古

イ

か

ら

ハ

圭

で

に

掲

げ

畳

唾

螂

品
肥

匡

分
旺

由

じ
、

モ

れ

ぞ

れ
．
イ

か

怯

ハ

吉
で

１＝

定

由

昌

疽

イ
・

口
及

ぴ

ハ
に

担

げ

る

医

藁

品

以

外
の

医
蛇

品

十

六

万

六

千
四

百
円

口

踊

七

集

第
一

岨
第
．

一

号

イ
ω
「

㈲

又

は

㈲

に

桐

げ

る

医

蛇

品

に

係

晋

法

第

十

四

条

碗

四

第

一

項

＾
怯
鷺
十
九
集
の
四
に
由
い
土
串

用
す
名
竈
｛
坦
竜

含
む
Ｊ
画
塑

彊

麦

再
症
症

竃

ｏ

砕
竿

ロ

ヒ

お

い
て

一
再
害

古

申

国

と

い

う
．
〕
を
し

走

者

が
．

当

鋏

寓

讐
古

申
冊

に

係
る

医

藁

品

と

有

勤

戒

分

及
ぴ

モ

の

配

台

剖

合
，

投

与

幅

踏
、

効

能
、

勘

某

並
ぴ

に

用
■

胡

同

一

で

あ

「

て

モ

晒

珀

状
、

有

劫

成

分

の

含

■
又

帖

右
勃

成

分

以

外

耐

成

分

若
し

く

ほ

モ

の

含

■

が

具

竜
る

霞
館

晶

忙

係

君

再

善

査

申

｝
崔

す

有

ｏ

台

ヒ

由

け

君

当
軸

医
弗

品

六
万

五
千
五
百

円

ハ

岨

昔

聰

鞠
晒

た

喧

に

使

用
さ

れ

る
｝
」
と

が

目

的

と

さ

れ

π

い

呂

医

蜻

品

＝
十

四

万
九

千

四

百

円

＾
ｏ
子

仙

靱
畑

理

組

棚

崔

使

用
す

呂
幻

合

ヒ

畠

っ

て

は
、

＝

十

四

万

九

千

二

百

円
〕

＝

萬

症

蜷

器

１＝

つ
い

て

晒

再

讐

査

イ

か

ら

ハ

由

で

に

掲
げ

る

医

疵

欄

器

晒

匡
分

に
応

じ
、

モ

れ

辛

れ

イ

か
昔

ハ

ま

て

に

定

め

る

窃

イ

撞

頸
十

四

韮

の

四

舘

一

巧

第
一

号
に

規

定
す

君

新
医
竈
拍
盟

八
万
四
千
百
円

ロ

イ

及
ぴ

ハ

忙

掲
け

着

医

饒

獺

器

以

外

の

医

痕

櫨

器

六
万
四
千
九
百

円

ハ

専

昌

蜆

曲

田

た
め

に

使

用
吉

れ

葦

」
と

却

目
的

と
さ
れ
て
い
る
匿

覆

器

＝
十
一

万
＾
千

六
百

円

＾
■

子
伯
細

処
理
組

蘭

在
使

用
す
君

ｏ
台
ヒ

あ

Ｏ

て

暗
、

＝
十

一

万
八

千

西

百

円
〕

前

項

に

規

定
す

君
古

一
法

堀

八
十

三

条

第

一

項

固

規

定

１＝
よ

Ｏ

眈

み

讐

え

て
竈

用

昔
れ

右

撞
克

十
西

条

価

四

第
一
肝

＾
法
覧
十
九
条
の
四
に
培
い
て
串
用
す
君

珊
合

崔

含

曲
．
〕
の
規

定

忙

よ

君

再

害

充

荏

申

皿

す

君

者

に

限

呂

Ｊ

帥

怯

第

八
十

三
集

笥

一

項

の

規

定

に

よ

Ｏ

鋏

み

替

え

て
竈
用
さ
れ
吾

嚢

十

晒
楽
晒

四
第
四
項

＾
撞
嗣
十

九

鼻
切

四

に

由

い

て

串

用

す

る

坦

台

主
含

む
Ｊ

切

規

定

に

よ

り
添

村

す

君

当

噛

申

饒

に

係

昌

医
鶉

品

高
卓

ら
軸

勒

切

た
由

旧
使

月

昔

れ

后

＝

と

が

圓

的

と

吉

れ

て

い

る

も

の

に

限

君
．
Ｕ
又

畦

厘

蟹
”
盟

高
｝

昌

軸

軸

晒

た

串

胆

使

用

昔

れ

る

こ

と

加

目

的

と

さ

れ

て

い

る

も

の

に

阻

る
Ｊ

切

使

用
成

軸

唖
に

関

す
昌

貰

料

に

つ

岩
．

産
⊥
＾
臣

が
、

瞳
蝋
八
十
；
集
第

守
項
切

規
定
把

岩

硯

註

撞

北

て

邊

用

さ

れ

昌

法

第

十

四

条
晒

四

第

三

項

■^

舳

踊

十
九

条

皿

画

に
由

い

て

串

用

す

君

坦

台

壼

含

む
．
｝
申
・

親
定

旧

よ

号

再
’
里
ｏ
を

行

う

た

め
，

当

骸
嚇

貝

崔
、

当

瞳
値
用
庇
刮
箏
に
四
す
昔
眈
査

崔

塞
皿
し
た
施
偲
晒
所

在
地
に

出
搬
吉
也
着
必

聖
が
畠

る
と
画
め
君
坦
合
に
曲

吋

る

前

項

に
規

走
す

君

者

に

偲

る

法

挽

八
十

三

条

踊
一

項
の

規

定
に

よ

ｏ

眈

珀

苔

え

て

適

用
さ

れ

る

珪

第

七

十

＾
楽

館

一

羽

の

政

令

で

走

由

召

手

数

料

の

舶

は
，

前

項

切

規

定

に

か

か

わ

昌

ず
，

同

項

に

定

出

る

韻

に
、

次

に

帽

げ

君

胡

の

合

計

獺

崔

加

算

し

た

覇

と

す

る
．

一

軸

＾

＝

人

が

当

強

出

覗

崔

す

る

［

と

と

し

た

場

合

１＝

苗

貯

呂

旅

謹

帽

Ｅ

！
一
一
．

二

七

万

円

ヒ
，

当

噛

出

覗

に

係

る

旅

費

相

当

櫨

の

計

坑
切
苫
硅
と
な
君
肺
行

日
敏
を
乗
じ
て

得
た
獺

昌

窮

五

集

第

四
項

硯

規

定

は
，

前

項

晒

場

合

に

つ

い

て

鞘

用
す

君
．

＾
基
粋
摘

合
性
閲
肚
の
申

南
に
係

る
手
敬
料
切

祖
〕

蜴
十
集

港
第
七
十

八
索
第

一
項
第
十
号
に

掴
げ

る
昔
が

同

項

⑰

規

芭
に

よ

ｏ

国

に

帥

由

な

け

れ

ほ

血
．
ｂ
な

い

手

数

料

の

額

は
、

三

万

五

千

三

百

円

と
す

る
．

＾
医
由
柵

需
田
修

理
業
切

肝
司

の
申
醐
に

係
る
手

散
料

田
韻
｝

籏

十

一

彙
■

蛙

第

七

十

八
楽

掬

一

項

艶

十

一

号

ヒ

周

げ

君

昔

＾
次

項
に
規
定
ず
畳
者
由
暁
く
Ｊ

が
同
茱
第
一
項

晒

規

定

に

よ

Ｏ

国

１＝

紬

出

な

け

抗

ぱ

胆

ら

な

い

手

数

料

晒

掴

は
，

次

晒

告

号

に

掲

げ

る

区

分

に

応

じ
、

モ

れ

モ

れ

当

骸

告

号

に
定

曲

君
植

と

す

る
。

一

医
籔
欄
器
切

帳
理
に
係
昌
酢
可

＾
次
号
に
掴
げ

る

も

の

を

除

く
．
〕

一
一
万

七

千

三

百

円

＝

専

昌

醐

物

の

た

由

に

値

用

さ

打

る

こ

と

が

目
曲

と

吉

れ

τ

い

る

医

誼

蜘

盟

切

催

唖

１＝

係

看

群

司

一

万

五

千
七
百

円

＾
司

子
拍
軸

処
理
組
撤

崔
使

用
す
る
坦

台

に

畠

ｏ

て

ば
、

一

方

玉

千

五

百

円
〕

里

法

蜻
七
十
八
集
第
一
項

第
十
一

号
に
担
げ
君

者

＾
法

第

四

十

楽

の

コ

第

五

項

切

修

理

唾

分

切

麺

頁

又

喧

追

加

切

畔

可

崔

申

謂
す

看

者

旧

眼

る
．
〕
が

法

第
七

十

＾

免

蛸

一

項

切

規
定

に

よ
ｏ

国

に

納

曲

な

日

れ
ぱ

苗
．
■
な

い

手

散

料

晒

程

パ

吹

の
．
各

骨

忙

相

吋

る

区

盆
に

応
｝
、・

モ

れ
ぞ

れ

当

破

各

号

ヒ

宙

め

る

獺

と
す

る
．

一

医
底
椥

器
の
値

理
区
分
の
蛮
理
又
は
追
加
価
酢

司

＾
虫

号

に

掲

冊
る

も

田

を

隙

く
．
〕

二

万

六

千

二

百

円

＝

専

昌

助

物

田

た

由

に

使

用
さ

れ

る

こ

と

が

目
的

と ㌧
幽

吉

加

て

い

る

霞

疽

欄

需

切

修

理

区

分

晒

蛮

理

又

は
追

加
画
許
可

一

万
五
千
七

官
円

＾
電
子
描
報

処
囲
組

饒

荏
使

用

す

后
ｏ

台

に

由

コ

て

は
，

一

万
五

千

五

百

巴
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ヨ

前

＝

項

に

規

定

す

着

者

忙

孫

る

桂
境

西

十

条

切

＝

蹄

一

項

切

許

司

固

申

制
ヒ

つ

岩
、

＾

耕

水

撞
⊥
＾
臣

別
、

法

第

＾

十

三

巣

笥

一

項

切
規

定

に

よ

ｏ

碗

母

魯

え
て

迦

用

吉

れ
る
法
舘
四
十
集

望

一
第
西
項
第
一
号

田
＾
林

水
盲

省

令

で

定

め

る

ｏ

｝

田

道

台

性

に

関

す

君

皿
査

崔

行

う

走

珀
，

当

眩

饒

＾

壼
、

当

曲

蘭
杢

を

㍍

う

施

眠

晒

所
在

地

忙

出

盟

吉

せ

る

必

蔓

が

あ

る

と

脇

め

昌

幻

台

忙

曲

け

る

前

二

項

に

規

定

す

る

音

に

保

君

法

知

＾

十

三

条

鏑

一

項

晒

規

定

に

よ

ｏ

脱

み

曹

え

て

血

用

さ

れ

る

桂

第

七

十

八

条

葡

一

項

の

政

令

τ

定

出

る

手

鼓

岬

の

額

肚
，

蜻

一

項

舘

二

号

又

は

前

項

第

＝

号

の

規

定

に

か

か

わ

昌

ず
、

１」
刊

壱

の
規

定

に

定

珀

る

邊

に
、

次

に
掲

研

る

邊

の

合

叶

獺

在

加

ｏ

し

た

獺

と

す

石
．

一

暇

＾

二

人

が

当

骸

出

盟

壱

す

る
一
」
と

と
Ｌ

た

堀

台

忙

畠
け
る
旅

史
相
当

獺

＝

七

万

円

忙
，

当
破

出

硯

に

係

る

旅

費

相

当
獺

の

叶

○

の

皇

碗

と

な

る

肺

行

日

数

崔

果

じ

て

得

た

韻

｛

第

五

条

鏑

囮

項

の

規

定

は
、

前

項

の

拐

合

に

つ

い

て

耶

用

す

る
．

＾
雷

籔

棚

器

の

僅

理

藁

の

酢

可

の

亘

新

の

申

蠣

に

係

る

手
藪
料

画
頷
〕

｝
十
＝
集

法
鋪

七
十
八
茱
第
一

項
第
十
二
号
忙
掲
げ
る

者

湖

同

項

の

規

定

に

よ

ｏ

国
忙

納

由

な

吋

れ

ぱ

な

ら

壮

い

手

鼓

料

の
額

胆
、
吹

の

各

号

に

把

断

る

区

分

に

芯

ｕ
，

モ

れ

ぞ

抗

当

噛

告

号
に

定

め

る

舘

と

す

る
．

一

医

壇

拙

盟

肥

控

理

ヒ

傭

る

昨

司

の

亘

新

｛
次

号
に

掲
げ

る

も

の

崔
蹄

く

Ｊ

二

万

六

千

＝

百

閂

＝

｝

昌

助

噛

田

た

め

に

使

用

吉

れ

君
，」
と

が

目
的

と

吉

れ

て

い

る

医

廉

肥

器

の
性

埋

に

舘

昌

絆

司

切

亘
新

七

千
三
百
円

＾
ｏ

干
柵
朝

姐
理
組
触
崔
使

用
す
る

壇

合

ー二
あ

「

て

は
、

七

千

百

円
〕

面
出
用
遇

傭

屈

濯
〃
塞

肩
聾

鷹

手
数
料
固

螢

簑

十
一一一
集

法

第

七

十

＾

条

第

一

項

第

十

三

号

に

掲
げ

る

者

＾
怯

第

八

十

三

集

鴬

一

項
価

規

定

に

よ

ｏ

読

事
書

え

て
拮

用
さ
抗
呂
桂
蜻
八
十
条
第

一
項
の
蜴
古
崔
申
帥
す

る

盲

に

限

る
Ｕ

洲

畦

覧

七

十

八

条

第

一

項

切

規

定

ヒ

よ

ｏ

国

ヒ

納

出

な

け

れ

ぱ

な

昌

な
い

手

朕

岬

の

蜘

肚
、

七
千
二
百
円

｛
■
手
仙

靱
処
埋
組
紬
皇

使
用
す

る
＾
合

忙

自

コ

て

は
、

七

千

百

円
〕

と

す

る
。

前

項

忙

規

定

す

る

音

に

係
る

睦

鋼

八

十

三

典

蜻

一

項

固
規

走
ヒ

よ
ｏ
腕
卑
曽

え
て
適

用
さ
れ
る
桂
第
八
十
集

第

一

項

の
臭

地

の

”

査

の

申

帥

に

つ

嘗
、

＾

林

ホ

塵
⊥
＾

臣

が
、

当

噛

冊

芒

吉

行

う

た

勘
．

当

眩

醐

員

を
、

当

睦

㎜

古

由

行

う

加

設

切

所

在

地

に

出

張

吉
世

る

必

要
都

畠

君

と

眈

由

る

杷

合

忙

畠

吋

看

前

珂
に

規
定

す

右

盲

に

係

る

抽

蜻

八

±
一
秦

珀

一

項

切

規
症

に

上

ｏ

閉

西

善

え

て

拮

用

吉

れ

る

法

第

七

十

八
集

第
一

項

晒

政

令

で

定

出

る

手
藪

掛

切
釦

は
．

ｍ

現

晒
規

定
に

か

か

わ

筍

ず
、

同

現

に

定

由
呂

祖

に
，

茨

に

担
け

后
獺

切

合

計

額

崔

加

＾

し

た

蛆

と

す

る
、

一

酎

＾

二

人

が
当

睦
出

■

崔

す

る

こ

と

と
τ

た

珊

台

に

由

け

る

旅

臼

相

当
獺

二

七

万

円
ヒ
．

当

敏

出

肥

に

偏

る

端

臼

相

当
臼

切

計

○

切

甚

砲

と

な

君

施

行

目

牲

珪

泉

じ

て
租

た
額

ヨ

第

五

粂

第

四

珂

の

規

定

ほ
，

前

項

晒
ｏ

合

に

コ
い

て

串

用

す

る
．

＾
屋

艶

品

若

し

く

は

匪

審

囲

切
型

追

崇

の

砕

可

旺
、

外

国

哩

遺

票

謁

固

咀

定

唖
又

喧

匿
症

棚

蜴

切

借

理

賞

切

岬
司

証

の

讐

換

え

交

付

固
申

ｍ
に

価

る

手

敏

料

切

獺
）

饒

十

四

鶉

膣

鶉

品
昔

し
く

は

医

藏
欄

器

＾
｝

ら

聰

摘

の

た

由

に

使

用

吉

加
君

こ
と

帥

目
的

と

さ

れ

τ

い

君

も

切

崔

聡

く
．
以
下

こ

の
条

に

由

い

て

同

じ
Ｊ

切

四

追

萎
疽
、

外

国

黎

進

賞

者

の

固

定

を

受

け

た

者

又

ば

医

虎
柚

轄

切

借

理

崇
者

却
、

薬
■
止
蛭
＾
行

令

＾
昭

和

三

十

六
年

政
令

踊

十

一

号
．

以
下

『
令
」

と

い

う
．
）
第
十

二

曼
第

三

項

＾
令

第

十

八

条

舘

一

項

及

ぴ

第

五

十

五
集

に
出

い

τ
叩

月

す

君

堀

台

崔

含

む
．
〕
の

規

定
忙

よ

ｏ

国

に
舖

由

な

け

れ

ぱ

な

ら

な

い

手

敗

料

切

担

は
、

次

切
各

何
に

聾

る

国

分

に

応

ｕ
，

モ

加

ぞ

れ

当
噛

告

号
に

定

弛

昌

組

と

す

る
。

一

医
蛇

品
若

し

く

は

医

蘭
櫨

器

田

軸

造

崇

冥

喧

医

底

捌

盟

の

借

理
崇

切
畔

司

証
田

■

邊

兄

交

付

一

万
七

千
四
百

円

＝

外
国
黎
拮
集
者
の
眈
定
旺
田

婁

え

交
付

一

万

五
千
七
百
円

｛
匡

軸

品

若

し

く

肚

厘

療

棚

聖
の

四

造
蠣

の

畔

可

唖
．

外

国

碧
咀
業
者
切
醒
定
畦

又
は
国
疵
櫨
露
晒
佐
理
莞
の

畔

可

証
切

萬
変

付

ｏ
申

ｍ

に

郁

る

手

殻

岬

切

彗

竈
十
豆
集

匡
鰺
品
若
し
く
は
囲
ｏ
欄
里

＾
｝
昌
助

胸
切

た

出

忙

使

用
さ

刊

る

こ

と

が

目

的

と

さ
れ

て
い

邑

も

晒

崔

除

く
．
以

下

こ

晒

集

忙

お
い
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